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小田原市ファミリー・
サポート・センター
を運営している小田原
市社会福祉協議会のイ
メージキャラクター
「夢・咲き福ちゃん」
です。

小田原市ファミリー・
サポート・センター
を運営している小田原
市社会福祉協議会のイ
メージキャラクター
「夢・咲き福ちゃん」

　

  今年度の全体交流会は、初心者でも楽しく簡単にできる粘土工芸です。

小さなかごに手作りのお花をつけて、オリジナルの花かごを一緒に作りませんか？

たくさんのご参加をお待ちしています！

日　時　　平成 27 年 9 月 30 日（水）9：30 ～ 12：00

会　場　　おだわら総合医療福祉会館　4 階　会議室 2

対　象　　支援会員・依頼会員

参加費　　1 人 300 円　（当日、集金させていただきます。おつりのないようにご用意ください。）

定　員　　30 人（先着順）

申込み　　参加される方は、電話 ( 留守電可 ) で９月 15 日（火）までにご連絡ください。

　　　　✿プログラム✿

　　　　　　　９：３０　開　会

　９：３０～１１：００　クレイクラフト

１１：００～１１：１０　休　憩

１１：１０～１２：００　茶話会

　　　　　　１２：００　閉　会

全　体　交　流　会

クレイクラフトで花かごを作りましょう

申込み　　参加される方は、電話 ( 留守電可 ) で９月 15 日（火）までにご連絡ください。

　平成１７年からファミサポの支援会員となり、たくさんの人と出会い、楽しく

活動させていただいています。

　同じ頃、クレイクラフトにも出会いました。その後平成 20 年に講師の資格を取得し、自宅

　　でご近所のかたにお教えしたり、小学校のＰＴＡ成人教室や中学生にお教えする機会もあ

　　　　　　　ります。

　　　　　　　　クレイクラフトは、色粘土を混ぜることにより、自分の好みの色を自由自在

　　　　　　　に作ることができ、軽量で本物のお花そっくりのやわらかな質感で出来上がる

　　　　　　　ので、たくさんの作品を作って楽しんでいます。

講師紹介
　原　徳美さん（支援会員）

ファミサポ



プチ体験
ファミサポ

　

  平成 27 年 6 月 30 日、新規依頼会員登録者 2 組がファミサポプチ体験に参加して下

さいました。当日はマロニエ子育て支援センターで仮のペアで事前打合せ、1 時間半ほ

どのお預け、お迎え時の報告書の確認、料金のやりとりまで体験して頂きました。

　｢ 登録はしたけれど…知らない人の家に預けるのは不安 ｣

　｢ 利用はしたいけれど…うーん？ ｣

　などと思われているかた、ファミサポプチ体験に参加してみませんか？

　ご希望の場合はファミサポまでお電話を !!

【支援会員さんから】

　とても人なつこく、人見知りもせずに

みんなと仲良くできて、私もとても楽し

かったです。

　泣いている子をみつけると「どうした

の？」といってあやしたりと優しい一面

を見て心が温まりました。

　集中力もあり、型をはめる遊びに熱中

していました。

【依頼会員さんから】

　たくさん遊んでもらえて楽しそうでし

た。みなさんと仲良くなれて良かったで

す。

　少し心配でしたが大丈夫そうでした。

　ご希望の場合はファミサポまでお電話を !!

【依頼会員さんから】

　いつもお姉ちゃんと一緒で、初対面

の人に 1 人で預かってもらうのが初めて

だったので、どんな感じか気になってい

ました。

　泣くこともなく、たくさん遊べたよう

で安心しました。

　また利用したいと思います。

【支援会員さんから】

　「今日はママはお買物」と本人もわかっ

ていたので、泣かずに直ぐに遊んでくれ

ました。トイレも嫌がらずに手伝わせて

くれました。

　普段遊んでいることや、パパ、ママ、

お姉ちゃんのお話などを色々話してくれ

ました。今日は楽しい 1 時間半でした。

プチ体験に参加

した感想

　

  ９月になりましたがまだまだ暑い日が続いています。今年の夏は記録的な暑さになり、熱中症

で病院に搬送される人がとても多くなりました。

　この暑さの中、食中毒も多く発生いたしましたが食中毒の発生件数が一番多くなるのは９月

です。そこで食中毒の予防の中でも大切な「手洗い」についてご紹介いたします。

　食中毒の予防は手洗いに始まり手洗いに終わると言われるほど手洗いは大切です。

　私たちの手にはいろいろな菌がついています。その菌を落とすために、正しい手洗いの方法

と洗い残しの多いところ、手洗いのタイミングをご紹介いたしますので、是非正しい手洗いの

励行をお願いいたします。

┣洗い残しの多いところ

┣正しい手洗いの手順 ㈱サラヤ資料から

①まず手指を流水　②石けん液を適量　③手のひらと手の　④手のひらをもう　⑤指を組んで両方

　でぬらす　　　　　手のひらに取り　　ひらをすり合わ　　片方の手のひら　　の指の間をもみ

　　　　　　　　　　出す　　　　　　　せよく泡立てる　　でもみ洗う　　　　洗う

⑥親指をもう片方　⑦指先をもう片方　⑧両手首まで　　　⑨流水でよく　　　⑩ペーパータオルで

　の手で包みもみ　　の手のひらでも　　ていねいにもみ　　すすぐ　　　　　　よく水気をふき取

　洗う　　　　　　　み洗う　　　　　　洗う　　　　　　　　　　　　　　　　る

┣手洗いのタイミング

★トイレの後　　　　　★外出から戻った時　★オムツを交換した後

★汚いものに触れた後　★ペットに触れた後　★鼻をかんだ後　

★調理の下準備、調理前、食事前、後片付けの前

色がついている場所が
多いところです。

さぁ、みんなで手をあらおう !!
小田原市保育課　管理栄養士　石田智子

新規支援会員研修会で歌にあわ
せて楽しく手洗いの方法を教え
る管理栄養士の石田さん



　活動中にお子さんが病気になったりケガをした場合、支援会員はお子さんの保護者とセンターへ、その状況と

対応について連絡をして下さい。

　緊急を要する場合は、まずは救急車を呼んで病院受診をすることが重要です。　

小田原市ファミリー・サポート・センター
◎問い合わせ・申し込みは
　平日（月～金曜）の午前９時～午後５時でお願いいたします。

〒 250-0055 小田原市久野 115-2　　　　
　　　　　　おだわら総合医療福祉会館１階　　　　　　　
TEL・FAX　0465-35-0053（直通）　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Ｅメール odawara_shakyo-famisapo@yahoo.co.jp

◎運営主体／社会福祉法人小田原市社会福祉協議会
　電　話　0465-35-4000（法人代表）　　
　ＦＡＸ　0465-35-6902（法人代表）
　ホームページ　http://www.odawarashakyou.or.jp/

万一事故が発生したら…

月～金曜日
９時～ 17 時の場合

《緊急連絡網》《緊急連絡網》

ファミリー・サポート・センター会員
活動中、緊急事態発生 !!

月～金曜日（早朝・夜間）
土・日曜日、祝祭日、
年末年始の場合

ファミリー・サポート・センター事務局
☎ 0465-35-0053

ファミリー・サポート・センター事務局
☎ 0465-35-0053
※留守番電話対応
メッセージの最後の電話番号に連絡

《物損事故の場合》

　被害を受けられたかたにはお詫びを申し上げるとともに、被害にあった物がどのような物（状態）であるか

を確認し、センターに連絡をして下さい。

アドバイザーから折り返しご連絡します。

　ファミサポの

会員登録をする

際に悩みを打ち

明けられる保護者

が多く見受け

られるます。

　そこで、子育て中の保護者が心身ともにゆ

とりを持てるよう、子育てに楽しさや喜びを

感じることができるように相談窓口を開設し

ましたのでお知らせします。

　

〇相談受付日時　

　月～金曜日（祝祭日・年末年始を除く）　

　の１０時～１６時

　電話もしくは直接お会いしてお話しを

伺います。

　まずはお電話を !!　☎３５－００５３

明けられる保護者

子育て不安

解消室


